
令和4年度 都市農村交流研修会

カリキュラムの詳細・申込方法等、詳しくは裏面をご覧ください。

「都市農村交流のアイデアはあるがカタチにできない。何から手を付けてよいか分からない･･･」。

そんなお悩みを解決して、新年度に向けての準備を始めましょう！

この研修会では、超マイクロツーリズムや「ビールの里づくり」など、地域一体となった取組で

全国から注目を集める遠野を事例に、２人の若手リーダーから地域の付加価値づくりや新たな

コンセプト・ブランド構築等を学び、講義とワークショップを通して皆さんのアイデアを

実行可能な企画案に引き上げます。

当団体は2003年の設立以来、農村へ
の滞在の仕組みを多様な取組で実現。
2019年には遠野駅前にグリーン・
ツーリズムの旅行商品販売所「遠野
旅の産地直売所」をオープンさせる。
田村氏は東京都江戸川区出身。
2004年に遠野市に移住し、同NPO入社。

和歌山県田辺市出身。大学卒業後、
リクルートに入社。新規事業の立ち
上げや法人営業に携わる。2016年に
退職し、遠野市に移住。
2017年に株式会社遠野醸造を設立し、
翌年には醸造所併設のパブ遠野醸造
TAPROOMをオープン。

また、2018年10月には株式会社BrewGoodを設立、
代表取締役に就任。日本のホップ農業を未来に繋げ、
日本のビアカルチャーを前に進めていくことを自分自身
と会社のミッションに掲げ、ホップとビールによる
まちづくりの推進、新たな産業創出を行っている。

第１回

第３回
第２回

日時 会場

講義＋ワークショップ「ブランドの構築とプロモーション」

講義「遠野の事例から学ぶ都市農村交流の現状と今後の展開」

発表＋フィードバック「都市農村交流の企画」

第１回

第２回

第３回

各回 14:00-17:00 INTILAQ東北イノベーションセンタークラスルーム

令和５年

1/19

2/15 水

2/2 木

木

（仙台市若林区卸町2-9-1）

「ここに住む人がこの地域に誇りを持ち、そのための
グリーン・ツーリズムやコミュニティビジネスである」
との考えの下、コロナ禍でも農家民宿の開業を積極的に
支援し、地元発見型プチ旅行の開発を進め、遠野市民対象
の超マイクロツーリズムやオンラインツアー等、新たな
取り組みに多数携わる。



宮城県では、農泊や都市農村交流ビジネスに取り組む地域同士や支援者、関係団体、民間企業などとの広域的な
ネットワーク化を進めています。連携を促進するための交流の場として、「農山漁村交流拡大プラットフォーム」により、
メーリングリストを活用して、オンライン交流会の開催や交付金の募集、研修の案内等、お役立ち情報の提供を
行っています。詳しくは、 https://www.pref.miyagi.jp/site/nohaku/platform.html（右記QRコード）をご覧ください。
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令和4年度みやぎ都市農村交流研修会 参加申込書

カリキュラム

申込方法
締切

お申込
お問合せ先

INTILAQ 東北イノベーションセンター クラスルーム
（仙台市若林区卸町2-9-1）

＊仙台市営地下鉄東西線「卸町駅」下車 北1出口より徒歩5分
＊お車でお越しの際は、近隣の有料駐車場をご利⽤願います。

お申し込みは、Eメール・FAXにて承ります。下記の事項を事務局までご連絡ください。

①お名前（ふりがな）②所属法人・団体等 ③電話番号 ④E-mail

【申込期限】令和5年1月16日（月） ※受付は先着順です。期日前でも定員になり次第、締め切ります。

※参加申し込みの際に取得した個人情報は本事業以外の目的では使⽤いたしません。

※新型コロナウイルス感染拡大状況等に応じて、オンライン開催に変更になる場合があります。

株式会社プロジェクト地域活性
〒984-0015 仙台市若林区卸町2-9-1 INTILAQ東北イノベーションセンター
TEL：022-349-4891 FAX：022-349-4892 E-mal：nohaku@prokatu.jp（担当：沼澤・笠間）
主催：宮城県農政部農山漁村なりわい課 ※この事業は宮城県が株式会社プロジェクト地域活性に委託して実施するものです。

対象者 宮城県内で都市と農山漁村の交流活動に取り組んでいる方

会場

step1 地域資源の多様性と組み合わせのコツを学ぶ【講義】

▪ 「遠野山・里・暮らしネットワーク」の活動概要・コロナ禍で取り組んだ事業
ー中間支援組織として交流を通した地域づくり・付加価値づくり

第１回 1/19 (木)「遠野の事例から学ぶ都市農村交流の現状と今後の展開」

田村隆雅 氏 認定NPO法人遠野山・里・暮らしネットワーク 主任コーディネーター

step2 ブランドの育て方を学ぶ【講義＋ワークショップ】

▪ 「TONO Japan Hop Country」の事例紹介ー既存の資源や事業者の取組を掛け合わせて
地域ブランドを再編集した事例、他との差別化やコンセプト、ブランドづくりに大切なこと

▪ 個人ワーク（ブランドを育てる計画を考えるワーク）
▪ 発表・フィードバック

第２回 2/2 (木) 「ブランドの構築とプロモーション」

田村淳一 氏 株式会社BrewGood 代表取締役、株式会社遠野醸造取締役

step3 実行可能な企画案を練り上げる【発表＋フィードバック】

▪ 参加者各自が宿題として作成した都市農村交流の企画案を発表・フィードバック
▪ 総括・質疑応答

第３回 2/15 (水)「都市農村交流の企画」

田村隆雅 氏 認定NPO法人遠野山・里・暮らしネットワーク 主任コーディネーター


